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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第59期
第１四半期
連結累計期間

第60期
第１四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,654,196 5,039,053 19,392,887

経常利益 (千円) 117,032 132,260 708,113

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 98,383 95,894 554,744

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △213,870 △46,867 149,296

純資産額 (千円) 6,179,200 6,374,599 6,536,341

総資産額 (千円) 12,869,341 15,410,000 14,526,865

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 6.86 6.69 38.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.0 40.5 44.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

 当第１四半期連結累計期間の当社が属するプリント配線板業界の状況は、国内では景気の回復基調に伴い、自動車関

連や家電製品の需要が好調に推移し、通信機器分野も成長した結果、全ての分野で前年同期を上回りました。

　海外では中国やアジア新興国で景気が回復基調にあることから、需要は底堅く推移しました。

 このような状況の中、当社グループの国内業績は、プリント配線板事業で自動車関連分野や映像関連分野の受注が増

加し、実装関連事業では、スマートグリッド関連や自動車関連分野の受注が好調に推移しました。海外では中国やイン

ドネシアでＬＥＤ照明等の家電製品が好調に推移した結果、売上高は前年同四半期を上回り、5,039百万円（前年同四半

期比8.3％増 384百万円の増収）となりました。

 利益面は、銅箔価格高騰により主材料の銅張積層板価格が上昇しましたが、国内の好調な業績に支えられた結果、営

業利益は126百万円（前年同四半期比20.9％増 21百万円の増益）、経常利益は132百万円（前年同四半期比13.0％増 15

百万円の増益）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は95百万円（前年同四半期比2.5％減 ２百万円の減

益）となりました。
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セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

 

（日本）

片面プリント配線板は電子部品や自動車関連向けが増加し、両面プリント配線板は自動車関連と映像関連が好調に

推移したことでプリント配線板事業は前年同四半期を上回り、実装関連事業もスマートグリットや自動車関連の受注

増加により売上高は2,225百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比15.7％増 302百万円の増

収）、セグメント利益（営業利益）は26百万円（前年同四半期比 41百万円の増益）となりました。　

 

（中国）　

両面プリント配線板は自動車関連の受注が減少しましたが、片面プリント配線板で非日系顧客向けＬＥＤ照明等の

家電製品や事務機が好調に推移した結果、売上高は2,796百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期

比5.6％増 148百万円の増収）、セグメント利益（営業利益）は主材料の価格上昇等により88百万円（前年同四半期

比29.8％減 37百万円の減益）となりました。

 

（インドネシア）

片面プリント配線板は映像関連や事務機が減少し、両面プリント配線板も自動車関連向けが減少した結果、売上高

は511百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比3.2％減 17百万円の減収）、セグメント利益（営

業利益）は高付加価値品の販売増加等により７百万円（前年同四半期比 21百万円の増益）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、主に現金及び預金の増加1,292百万円、受取手形及び売掛金の減少

347百万円、原材料及び貯蔵品の増加111百万円等により、15,410百万円（前連結会計年度末比883百万円の増加）となり

ました。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、主に支払手形及び買掛金の減少630百万円、短期借入金の増加1,603百

万円等により、9,035百万円（前連結会計年度末比1,044百万円の増加）となりました。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、主に為替換算調整勘定の減少125百万円等により、6,374百万円（前

連結会計年度末比161百万円の減少）となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は22百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 58,000,000

計 58,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,624,000 14,624,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 14,624,000 14,624,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ― 14,624,000 ― 1,102,433 ― 1,152,432

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 291,000　　

　
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,327,000
14,327 ―

単元未満株式 普通株式 6,000
 

― ―

発行済株式総数 14,624,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,327 ―
 

(注) 「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式847株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社京写

京都府久世郡久御山町
森村東300番地

291,000 ― 291,000 2.0

計 ― 291,000 ― 291,000 2.0
 

(注) １．（自己保有株式）株式会社京写の株式数は、単元未満株式847株を除く株式数により記載しております。

２．当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式は、当社所有の自己株式292,000株、その発行済株式総

数に対する割合は2.0％であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣ京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,288,929 4,581,468

  受取手形及び売掛金 4,403,653 4,056,152

  製品 637,457 632,972

  仕掛品 392,562 386,442

  原材料及び貯蔵品 966,788 1,078,472

  繰延税金資産 77,733 78,611

  その他 515,317 391,040

  貸倒引当金 △16,545 △16,004

  流動資産合計 10,265,894 11,189,155

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,367,522 3,335,252

    減価償却累計額 △2,624,786 △2,626,181

    建物及び構築物（純額） 742,735 709,071

   機械装置及び運搬具 7,273,766 7,162,253

    減価償却累計額 △5,416,125 △5,382,399

    機械装置及び運搬具（純額） 1,857,641 1,779,854

   土地 698,702 698,702

   建設仮勘定 26,592 20,779

   その他 1,003,082 1,022,055

    減価償却累計額 △799,262 △807,940

    その他（純額） 203,819 214,114

   有形固定資産合計 3,529,492 3,422,522

  無形固定資産 104,527 106,253

  投資その他の資産   

   投資有価証券 253,036 218,991

   繰延税金資産 115,741 156,155

   その他 272,256 330,495

   貸倒引当金 △14,083 △13,573

   投資その他の資産合計 626,950 692,068

  固定資産合計 4,260,970 4,220,844

 資産合計 14,526,865 15,410,000
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,855,047 3,224,769

  短期借入金 1,999,880 3,603,482

  1年内返済予定の長期借入金 164,782 164,782

  リース債務 21,312 21,116

  未払法人税等 95,245 90,251

  賞与引当金 171,118 226,080

  その他 558,748 605,317

  流動負債合計 6,866,134 7,935,799

 固定負債   

  長期借入金 352,271 302,638

  リース債務 102,014 96,869

  退職給付に係る負債 374,885 383,507

  繰延税金負債 69,644 91,042

  その他 225,573 225,542

  固定負債合計 1,124,389 1,099,600

 負債合計 7,990,524 9,035,400

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,102,433 1,102,433

  資本剰余金 1,153,716 1,153,716

  利益剰余金 3,711,272 3,692,510

  自己株式 △31,960 △32,176

  株主資本合計 5,935,461 5,916,483

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 102,538 78,078

  繰延ヘッジ損益 489 556

  為替換算調整勘定 533,600 408,081

  退職給付に係る調整累計額 △166,936 △158,756

  その他の包括利益累計額合計 469,691 327,959

 非支配株主持分 131,188 130,157

 純資産合計 6,536,341 6,374,599

負債純資産合計 14,526,865 15,410,000
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 4,654,196 5,039,053

売上原価 3,844,147 4,133,320

売上総利益 810,048 905,733

販売費及び一般管理費 705,627 779,456

営業利益 104,421 126,276

営業外収益   

 受取利息 201 576

 受取配当金 829 709

 為替差益 14,178 10,208

 雑収入 10,683 7,177

 営業外収益合計 25,893 18,671

営業外費用   

 支払利息 5,716 7,825

 売上債権売却損 3,457 3,726

 雑損失 4,107 1,136

 営業外費用合計 13,282 12,688

経常利益 117,032 132,260

特別利益   

 固定資産売却益 598 544

 特別利益合計 598 544

特別損失   

 固定資産売却損 ― 1,080

 固定資産除却損 5,881 2,007

 事業構造改善費用 2,298 ―

 特別損失合計 8,180 3,088

税金等調整前四半期純利益 109,450 129,716

法人税、住民税及び事業税 11,325 31,256

法人税等合計 11,325 31,256

四半期純利益 98,124 98,459

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△258 2,564

親会社株主に帰属する四半期純利益 98,383 95,894
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 98,124 98,459

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △8,795 △24,460

 繰延ヘッジ損益 △7,883 67

 為替換算調整勘定 △301,246 △129,150

 退職給付に係る調整額 5,931 8,215

 その他の包括利益合計 △311,994 △145,327

四半期包括利益 △213,870 △46,867

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △199,627 △45,837

 非支配株主に係る四半期包括利益 △14,242 △1,030
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　 偶発債務

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

受取手形割引高 349,164千円 665,008千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 

 
 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日

　　　 至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日

　　　 至 平成29年６月30日)

減価償却費 127,589千円 133,285 千円

のれんの償却額 4,500千円 4,500 千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 114,657 ８ 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 114,657 ８ 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,820,288 2,410,999 422,908 4,654,196 ― 4,654,196

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

102,882 237,871 105,258 446,012 ― 446,012

計 1,923,171 2,648,870 528,167 5,100,208 ― 5,100,208

セグメント利益又は損失(△) △14,258 126,615 △13,733 98,623 ― 98,623
 

　

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

     (単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 98,623

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 5,797

四半期連結損益計算書の営業利益 104,421
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,116,967 2,493,195 428,890 5,039,053 ― 5,039,053

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

108,472 303,756 82,267 494,496 ― 494,496

計 2,225,439 2,796,951 511,158 5,533,550 ― 5,533,550

セグメント利益又は損失(△) 26,917 88,888 7,513 123,318 ― 123,318
 

　

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

     (単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 123,318

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 2,957

四半期連結損益計算書の営業利益 126,276
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 6円86銭 6円69銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 98,383 95,894

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

98,383 95,894

   普通株式の期中平均株式数(千株) 14,332 14,332
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成29年８月９日

株 式 会 社 京 　 写

取 締 役 会 御 中

 

ＰｗＣ京都監査法人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   高　井　晶　治   印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   矢　野　博　之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社京写の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成29年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京写及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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